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３－４ 災害教訓伝承ツール紹介 

 上述した流域内の既往災害の実績や災害教訓伝承の調査結果をもとに、天竜川上流域におけ

る実践で活用できるように災害教訓伝承ツールを作成したので内容を紹介する。この伝承ツー

ルは天竜川上流河川事務所 HP より利用が可能である。 

（１）災害教訓伝承ビデオ 

目 的 

子ども（小学校高学年以上）から大人までを対象とし、無関心から気づきへ到達するための

働きかけを行うこと目的とした。なお、地域リーダーなど意識レベルが高い層の場合、映像を見

ることにより気づきから正しい理解、さらに利用の仕方によっては適切な判断・行動まで至るこ

とも想定した。 

訴 求 

対 象 
子ども、子育て世代、働き盛り世代、地域リーダー 

災 害 

意 識 
「気づき」（意識レベルが高い層には「正しい理解」「適切な判断・行動」まで） 

概 要 
 災害当時の状況を具体的に伝えていただいた人物を 25 人程度選定し、話をしていただいた

内容を 6 種類のテーマに分類し、それぞれのテーマに沿った 30 分程度の DVD を作成。 

テーマ 

「語り部に聴く 天竜川の災害と教訓」 

平成 18 年 7 月豪雨災害 ～諏訪・岡谷周辺～ 

平成 18 年 7 月豪雨災害 ～辰野・箕輪周辺～ 

平成 18 年 7 月豪雨災害 ～伊那周辺～ 

伝えたい災害とお話し ～伊那周辺～ 

伝えたい災害とお話し ～飯田周辺～ 

伝えたい災害とお話し ～駒ヶ根・中川周辺～ 

構 成 

 

 

（冒頭） 
この記録は 
天竜川流域で起こった水害や土砂災害の

恐ろしさを 
体験された方たちの 
貴重なはなしを収録したものである 
ここで語られるはなしから 
私たちは災害に立ち向かう知恵を学び 
そして、この記録を 
将来再び訪れるであろう災害に備える 
ための次世代への教訓としたい 
 
（タイトル） 
語り部に聴く 天竜川の災害と教訓 
平成 18 年 7 月豪雨災害  
～諏訪・岡谷周辺～ 
 
（エンドおさえ） 
監修 天竜川上流域災害教訓伝承手法 

検討会 
企画 国土交通省中部地方整備局  

天竜川上流河川事務所 
製作 日本工営株式会社 
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（２）災害教訓伝承カルタ 

目 的 

過去に天竜川流域で起きている豪雨災害について、災害を経験した様々な立場の人の災

害教訓（知識、知恵）、また災害から身を守るために大事なことを子供に伝え、記憶に残すこ

とが、いざというとき、子供たちの命を救うことになる。そこで絵札でイメージを湧かせ、読み

札により大切な事柄を伝承することができ、内容を繰り返し遊んで学べる「災害教訓伝承カル

タ」を作成した。 

訴 求 

対 象 
子ども、子育て世代 

災 害 

意 識 
「気づき」 

概 要 

 読み札はこれまでの災害教訓や古くからの言い伝えなどを基に自然、歴史、文化、産業、

地名等郷土を代表する風土資産を読み込んでいる。また絵札には地域の美しい風土資源や

読み札を分かりやすく解説するイメージ図を盛り込み、子供たちが楽しみながら学べるように

している。 

テーマ 

 読み札のテーマは「災害」が 10、「災害教訓」が 12、「土木遺構」が 4、「歴史文化」が 8、「伝

説」が6、「自然・景観」が4となっている。また取り上げた事象に関わる地域は右図に示すよう

にほぼ天竜川全域にまたがっている。 

詳しい内容は資料-2 を参照。 

構 成 

カルタは 50 音「あ」～「わ」（「を」「ん」を除く）分の読み札、絵札により構成している（資料－

5 参照）。カルタイメージを以下に示す。 

 

  絵札     読み札   
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位置図 

災害教訓伝承カルタで取り上げた事象に関わる地域を地図にプロットした。 
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（３）災害教訓伝承データベース 

目 的 

伝承や過去の災害情報は防災情報として有用であると同時に、住民への防災啓発の際に

不可欠の情報である。そこで、歴史災害による被災箇所、被災状況の情報について、災害事

象及び教訓伝承の位置図をベースとしたクリッカブル形式でのとりまとめを行った。なお、将来

的にホームページ等に掲載し住民へ情報提供することに留意し、HTML 形式で作成した。 

訴 求 

対 象 
子育て世代、働き盛り世代、中高年層、地域リーダー 

災 害 

意 識 
「気づき」、「正しい理解」、「適切な判断・行動」 

概 要 

クリッカブルマップに掲載している災害カルテは、災害教訓伝承事例が 177 件、平成 18 年 7

月豪雨による主要災害カルテが 33 件である。 

詳しい内容は資料－5 参照。 

構 成 

          

 
トップページのイメージ 

 

 
災害教訓伝承カルテの展開例 
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事 例 

 

 

災害伝承カルテNo.145 様式　－1

伝承名 1/5万図幅名 時又

市町村・大字名 地点番号 1715未満水-D591

発祥年代 関連する災害名称 ―

伝承内容

伝承の詳細

伝承内容

伝承の詳細

写真・映像

石碑・記念碑

水神碑・石仏

神社仏閣・塚

地名

土木遺構等

語り伝え等

伝統芸能等

祭り

儀式

慣習・風習

336

―

―

―

―

―

―

―

キーワード ○二次災害の教訓

教訓・伝承事例

民話・伝説・昔話（土砂）

○北原の土石流
「正徳五年（1715）の大洪水で、下久堅北原の裏の洞が一晩でぬけてできた。
その際、天竜川の流木が多かったので、川端にそれを拾いに行った人たちも多
く、虎岩の五右衛門と和久平の助次郎が流されて行方不明となった。」

北原の土石流

飯田市下久堅北原

1715年（正徳五年）

参考文献 「天竜川の災害伝説」pp.4-8.

伝承媒体

―

―

―

―

災害伝承カルテNo.145 様式　－2

337

<位置図>

5万分の1地形図「時又」
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（４）語りつぐ天竜川「川の碑」 

目 的 
天竜川に多く残されている川の石碑について調査し、それにまつわる文献の掘り起こし

と、現地調査を実施して写真を撮影し「語りつぐ天竜川」として編集した。 

訴 求 

対 象 
中高年層、地域リーダー 

災 害 

意 識 
「気づき」、「正しい理解」 

概 要 

対象となる石碑として、天竜川の治水や利水あるいは天竜川の流れを歌った短歌や俳句

に至る石碑を総合的に検討して８０事例の選出を行った。この中から冊子に掲載するための

６０事例を選出するにあたっては、信仰碑、記念碑、歌碑をバランスよく配分し、諏訪地域、

上伊那地域、下伊那地域などの地域的なバランスも考慮しつつ決定した。 

 

構 成 

 

 

名 称 与謝野晶子歌碑 

所在地 岡谷市湖畔一丁目 岡谷湖畔公園 

（写真） 

 

(位置) 

 

（解説） 

表 諏訪の湖天竜となる釜口の水しづかなり絹のごとくに 晶子 

裏 おぼえがき 歌人与謝野晶子しばしば信濃路に来たる。たまたま大正十 

四年正月夫鉄幹画家石井柏亭らと岡谷の地に来遊、天竜河畔をおとずれ、この歌

を詠む。このたび湖畔の天竜公園に文学碑建設の議おこり、岡谷市および岡谷商工

会議所をはじめ同志相はかり、この地にこれを建立す 

昭和四十七年四月二十八日 

 

与謝野晶子（1878－1942）は、堺市生まれ、新詩社に加わり、雑誌「明星」で活躍。歌集

『みだれ髪』『舞姫』の他、他数多い。古典の現代語訳『新訳源氏物語』、女性問題、社会

問題の評論にも活躍した。晶子は、大正十四年（1925）正月、夫鉄幹、石井柏亭らと下諏

訪へ来遊、7 日まで亀屋に滞在、この間岡谷の地にも足を運んだ。晶子は生前自分の歌

碑建立について、気が進まない旨述べたことがあり、事実歌碑は少なかったが、このころは

各地に続々と建立された。 

 

国土地理院発行 1/50,000 地形図「諏訪」使用 
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（５）災害教訓伝承パネル 

目 的 

天竜川上流域の過去の災害や、災害体験談、地域に伝わる災害にまつわるお話を誰にで

も分かりやすくパネルとしてとりまとめを行った。また天竜川上流域災害教訓伝承手法検討会

の活動についてもパネルでとりまとめ、伝承活動を広く地域へ発信することを目的としている。

訴 求 

対 象 
子育て世代、働き盛り世代、中高年層、地域リーダー 

災 害 

意 識 
「気づき」、「正しい理解」 

概 要 

パネルの内容は、天竜川上流域の主な災害（36 災害、58 災害、H18 災害）概要、災害体験

談、災害にまつわる言い伝えと民話、天竜川上流域災害教訓伝承手法検討会について、川

の豆知識という内容になっている。 

詳しい内容は資料－5 参照。 

事 例 
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（６）災害おはなしマップ 

目 的 
分かりやすく、目に見えて、手にとってもらえるものをコンセプトとして「過去の災害」、「災

害に関する伝説や昔話」について小冊子にまとめた。 

訴 求 

対 象 
子ども、子育て世代、働き盛り世代、中高年層、地域リーダー 

災 害 

意 識 
「気づき」、「正しい理解」 

概 要 

災害おはなしマップは、伊那市・飯田市に伝わる災害おはなしマップと中川村、高森町周

辺に伝わるあばれ天竜にまつわるおはなしマップの３種類からなる。効果としては、家族で

の対話ツール、親子での読み聞かせツールとして活用が期待できる。 

詳しい内容は資料－5 参照。 

事 例 

 

 




